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職域の卒業生評価が在枚生に与えたインパクト分析  
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l．聴覚障害卒業生の就労  4．インパクト調査の回答者 
筑波技術短期大学の聴覚部（以降、短  インパクト調査の回答者は 90名であ  

大と略称）は、平成2年に第1期生を迎  る。内訳は、聴停学生が52名、聴障教  
えて以来、聴覚障害（以降，聴障と略称）   官が14名、健聴教官が24名である。  
をもつ学生の高等教育を行ってきた。  回答者には、「職域意見集」の86項目  

その間、学業を修了した多くの聴障学  の各々について「インパクトを受けた」  
生が企業に就職していった。彼等が職域  と思った項目には○印を付け、それほど  
でどのように受け入れられているのか、  でもない場合には無理に○印を付けない  
在校生は強い関心を抱いている。  でもらった。  

そこで短大の就職委員会聴覚部分科会  
は、平成7年3月までの卒業生（第1～3  5．データ行列  
期生）131名について、彼等の仕事振り  こうして、90行86列のデータ行列が  
がどのようなものか、職域の直属上司に  得られた。データ行列の表側の標本は、  
アンケート調査を行い、回答の詳細及び  前段52行が学生、中間14行が聴障教官、  
分析結果を報告書1）として公表した。  後段24行が健聴教官である。蓑頭の変  

量は、「職域意見集」の意見86列からな  
2．就労上の注意事項  る。その交差した位置に、標本（インパ  

職域の直属上司へのアンケート調査で  クト調査回答者）の変量（職域意見）へ  
は、「就労中の卒業生の仕事振りを日ご  の反応（○印、無印）に応じて、それぞ  
ろ御覧になっていて、彼等に気を付けて  れ1または0が入力されている。  
欲しいと要請する点は何か。」と質問し  
た。質問に対する多数の直属上司の回答  6．外部情報  
は、J報告書1）では細大漏らさず記録され  主データ（データ行列）の分析を行う  
た。聴覚部分科会長から引用の了承を得  に先立って、付加的情報（外部情報）も  
て、それらの回答を 86項目の意見に集  用意した。すなわち、学生・聴障教官・  
約整理した。この「職域意見集」には、  健聴教官という回答者の属性を標本外部  
先頭の「自分の意見を持ち、前向きであ  情報として取上げた。また、努力項目・  

の属任官膏官界  

ラしている。きめ細かく報告するように  実はインパクト調査において一部教官  

してほしい。」に至るまで貴重な指摘に  から「86項目の職域意見は、就労卒業  
満ちている。  生が努力によって克服できる項目と、聴  

覚障害者としてはどうにもならない項目  
3．インパクト調査  とに大別できる。」というコメントが提  

内、 ま 

それを在校生がどのように受けとめるか  てほしい。」、「発声訓練はしっかりやっ  
を右 

こ86項目の「職域  
意見集」を配布し、いずれの項目から強  集団研修や会議では情報補償が困難であ  
い衝撃（インパクト）■を受け、いずれの  る」、「会社や技術を説明するVTRに字幕  
項目はさほどでもなかったか回答しても  が付いていないので情報伝達が心配  

らった。回答を依頼するに際し、在枚生  だ。」などである。  
の対照群として教官も含めた。その理由  

7 
．による鰯設定  

対して「教官」（聴障・健聴を含む）を  データ行列にまず通常の数量化ⅠⅠⅠ類を  

対照させたかったからである。  適用してみた。結果を図1と図2に示す。  
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図2：インパクト調査回答者の構造図   
で学生サイドにより近づく者も散見され  

図1と図2は、それぞれ、左上と右下   る。」という知見が得られた0  
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